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日本新聞製作技術懇話会（CONPT）が初
めて企画・主催した「CONPTオンライン
EXPO」は2月末に終了した。新型コロナウ
イルス感染症拡大のため2021年秋開催が見
送りとなったJANPS（新聞製作技術展）に
代わる展示会をめざし、「今こそ新たな情
報発信を―AI・DX・スキルレス」をテー

マとした。出展17社（内訳＝新聞社1、会員
社13、非会員社3）、総来場者は3,481 人、
総ページビューは52,958を数えた。

今回来場された方々の所属企業や役職、
関心のあるテーマなどについて、データを
もとに分析してみた。
日本新聞製作技術懇話会 副会長　林 克美

CONPTオンラインEXPOデータに見る

1）来場者数とセミナー視聴数
来場者数は、2月14日～18日の会期を終え

たアーカイブ期間中にも100名を超える日が
あり、セミナー視聴者数とログインID数は
ほぼ同じであることから、セミナー視聴が来
場者の多くの目的であったことが判る。

セミナーは出展社により16講座が配信され
た。また、CONPT主催者セミナーとして、「新
聞印刷工場の最新技術紹介」と「新聞めぐる世
界の潮流を読む」の2本を配信した。

2）	来場者の属性（新聞社・印刷会社・通信社
のみ）
新聞社・印刷会社・通信社に限って来場者

を分析すると、70%が新聞社で、そのうち日

本新聞協会の加盟社が86%を占めている。
通信社の来場割合が1%だったことについ

ては、元来、新聞社、印刷会社に比して企業
数が少ない点を考慮しても、少ないと考えて
いる。今後の課題としたい。

また、来場者のなかで、新聞社と印刷会社

14～28日 14～18日
来場者	※1 3481人 2720人
ログインID数	※2 1772人 1343人
セミナー視聴者	※3 2369人 1833人
※1：	ログインせずにお越しになった方も含めたオンライン展示

会全体の訪問者数
※2：	オンライン展示会に参加登録をしてログインしたID	

同一IDでのログインは1日に最大1カウントとし、日毎の	
カウントの集計数値

※3：	延べ視聴回数（例えば1人が3回に分けて視聴したら3回とカ
ウント）
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の方々の役職をみたところ、経営者（社長・
役員）と上級管理職（部長以上）の割合が47%
を占めており、決定権のある方に来場いただ
けたことがわかった。

新聞社のカッコ内は日本新聞協会の加盟社・非加盟社
印刷会社のカッコ内は日本新聞協会加盟の新聞社系印
刷会社と、そうでない印刷会社

3）来場者の地域
来場者の地域をみると、東京が30%、関東

を含めても35%弱で、東京・関東以外が65%
強だ。来場者にはオンライン開催のメリット
を享受できたのではないか、と考えている。

ただ、印刷系の来場者が少ない点は、オン
ライン開催の課題と認識している。印刷設備

についてはリアル展示との差異があることも
要因と考えているが、オンライン開催ならで
はの課題もある。

例えば、出張ではなく通常勤務の中でオン
ライン展示会にアクセスする時間の確保や
PC台数などの環境面での制約もあるのでは、
と考えられる。次回はより多くの方に来場い
ただけるよう努めたい。

4）来場の目的と注目キーワード
新聞社、印刷会社、通信社の方の来場目的

の44%は、次期システム・業務改善の情報収
集とセミナー受講という明確な目的であり、
43%が最新情報の収集であった。その上で、
来場時の注目キーワードの注目度をみると、

【CONPTオンラインEXPOの概要】
▽テーマ：今こそ新たな情報発信を ―― AI・DX・スキルレス
▽ 会　期： 2022年2月14日（月）～18日（金） 

コアタイム10：00～17：00（チャット対応）。24時間視聴可能 
会期終了後2月末まで配信

▽入場料：無料。登録入場制
▽出展内容：新聞製作をはじめとした新聞社業務全般に関する情報の展示およびセミナー
▽出　展：17社（50音順）
イワタ、インテック、システマック、清水製作、西研グラフィックス、ソリューション・アンド・テクノロジー、椿本チエイン、
東機システムサービス、東芝デジタルソリューションズ、ニッカ、日本アグフア・ゲバルト、日本経済新聞社、日本電気、
ネクステップ・ソリューションズ、富士通、富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ、HOUSEI
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上図のようになった。
新聞社・通信社と印刷会社で傾向が同じで

比較的注目度が高いキーワードとしては、
AI、DX、省人化、効率化、働き方改革と印
刷設備関連であった。

また、新聞社・通信社では、IT技術、デ
ジタルメディア、ネットワーク、クラウド、
セキュリティ、リモートワークにも注目が集
まった。

5）アンケート結果から
今回の展示会に対する評価をお願いしたア

ンケートには18人から回答をいただいた。
その中で、オンライン展示会についての否

定的な意見はみられなかった。チャット対応
した2月14日から18日までのコア時間のほか
に、2月末までの期間中いつでも会場を訪れ
ることができ、地域や時間の制約がないこと、
繰り返し見ることができることなどが評価さ
れている。

回答者の半数に当る9人が、オンライン展
示会で良かったと回答。8人がリアル展とオ
ンライン展の『同時開催』を希望、1人がリア
ル展示会の方が良かったとしている。

動画については、「分かり易い」、「効果的
にまとめられていた」など、評価が高かった。

一方で、出展社数が少ないことが物足りな
いという回答も多く、今後の課題が指摘され

【展示会の主な機能】
▽トップページ
・出展社の情報をランダムで表示
・ 出展社が招待した来場者は当該出展社を優

先的に表示
▽検索ページ
・「出展社」「製品」「セミナー」から検索可能
・ フリーワード検索の他、ジャンルでの絞り

込み可能（ジャンルは出展社が専用サイト
で設定）

▽ 出展社ブース
1.メインビジュアル　2.みどころ　3.セミ
ナー　4.動画　5.製品情報一覧　6.企業パ

ンフレット　7.出展社によるアンケート　
8.会社情報　9.お問い合わせフォーム

▽ビジネスマッチングを活性化する機能
1.来場者にお勧めの出展社を表示　2.自社
の顧客を招待　3.来場者をスコアリング　
4.来場者と能動的にコミュニケーション

▽お勧め出展社
・ 来場者が関心をもつ出展社をキーワードを

もとに表示
このキーワードは、CONPT 技術対話部
会が新聞協会加盟社を対象に行ったアン
ケート「新聞社の将来のキーワード」結果
から抽出した
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日本新聞製作技術懇話会

一般社団法人日本新聞製作技術懇話会は5
月19日、第2回定時総会を日本プレスセンタ
ービル10階ホールで開いた。来賓として、日
本新聞協会から技術委員会の秋元隆史委員長

（朝日新聞社製作本部長）、勝田洋人編集制作
部長、桜井哲也編集制作部技術・通信担当主
管を迎えた。会員社は30社39名（オンライン
参加6名含む）が出席した。

来賓挨拶をする秋元技術委員長

開会挨拶に立った清水英則会長は、2月に
開催したCONPTオンラインEXPOへの協力
に感謝の意を表明するとともに、企業がコロ
ナ禍やウクライナ情勢といった厳しい状況下
にあることを踏まえ、「CONPT活動がひと
つのヒントになればと願っている」と語った。

技術委員会の秋元委員長は、来賓挨拶の中
で、次回JANPSは2024年秋開催との方針を
示し、「JANPSの再定義、新聞社の全部門に
向けた展示会の実現をめざし、じっくり時間
を か け て 企 画 立 案 し て ほ し い 」と し て
CONPTへの期待を語り、「二人三脚で新聞
界を盛り上げたい」と結んだ。

勝田編集制作部長は、CONPTオンライン
EXPOについて「意義深い取り組みであった」
と評価。2024年秋に予定する次回JANPSへ
の決意を語るとともに、日本新聞博物館に対
するCONPT会員社の協力に謝意を表明した。

◇
清 水 会 長 は2021年 度 事 業 報 告 の 中 で、

CONPTオンラインEXPOについて、「来場者
アンケートの結果から、多くの方々に満足を
いただけたことが読み取れる」として、「この
気運を次回JANPSに繋げたい」と強調。評議
委員会メンバーによるJANPS運営委員会を
立ち上げたことを報告、オンラインEXPOの
経験を活かしCONPTが一丸となってJANPS
に取り組むことを呼びかけた。

2020年から中断しているCONPT-TOURに
ついては、「海外新聞メディアの最新事情を
具（つぶさ）に視察して、国内に情報発信する
ことがCONPT-TOURの使命」と語り、2024
年に予定されるdrupa展などを念頭に、海外
の展示会や新聞メディア等に関する情報収集
を続け、国内外の状況を踏まえて慎重に
CONPT-TOUR再開の道を探っていくことを
強調した。

　監事に坪井氏、専務理事に木暮氏を選任
一般社団法人日本新聞製作技術懇話会の監

事に坪井俊介氏（明和ゴム工業）、理事に木暮
喜彦氏（元日本経済新聞社）が第2回定時総会
で選任された。

監事は藤間修一氏と2名体制となる。木暮
氏は、退任した大石高廣常務理事・マネージ
ャーの後任の常勤理事として、総会後に開か
れた理事会で専務理事に選任された。

た。
◇

次回JANPS（新聞製作技術展）は2024年秋
に開催の予定となった。前回のJANPS2018
から6年が経過することになる。CONPTで

は、今回のデータ分析結果や展示会を企画・
実施することで得た経験を、次回JANPSに
活かしていきたいと考えている。多くの出展
社と大勢の来場者――新聞界にとって魅力あ
る展示会を実現したい。

定時総会を開催
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4月6日から10日まで、イタリア中部ウンブ
リア州の州都ペルージャ（人口約15万人）で、

「国際ジャーナリズム祭」が開催された。世界
中からやってきたジャーナリスト、メディア
の経営幹部、学者、一般市民などがメディア
が置かれている現状と今後について活発な議
論を交わした。　

ジャーナリズム祭は地域活性化の試みとし
て2006年に立ち上げられ、07年から毎年、丘
の上に位置する旧市街に設置された複数の会
場で開催されてきた。新型コロナウイルスの
影響で過去2年は中止となり、今年は3年ぶり
の開催である。参加費は無料。運営費用はグ
ーグル、メタ、オープン・ソサエティ財団が
主なスポンサーとなり、米クレイグ・ニュー
マン・フィランソロピーズからの寄付、地元
ウンブリア州地域の自治体の支援金も投入さ
れている。議題はメディアのビジネスモデル、
報道の自由、データジャーナリズム、AIを
活用した調査報道など、多岐にわたる。

報道の自由にかかわるセッションと新興メ
ディアの奮闘ぶりのセッションを紹介した
い。

＜緊迫感ひしひしと＞
「ジャーナリストたちが殺されている。市

民がロシア軍に誘拐されている。これが現状
だ。取材に出れば、生きて戻ってくる確率は
50%しかない」。ウクライナの英文メディア

「キーウ（キエフ）・インディペンデント」の最
高経営責任者ダリナ・シェフチェンコ氏（写

真）は、聴衆にこう語った（4月9
日、「亡命の人生―移民、戦争、
革命がいかに中東欧のメディア
に衝撃を与えたか」のセッショ
ン）。

旧市街西側の端に立つサンフ
ランチェスコ教会でシェフチェ
ンコ氏の話に耳を傾けていた聴衆に、ロシア
による侵攻で始まったウクライナ戦争の緊迫
感が伝わってきた。

キーウ・インディペンデントの誕生は昨年
11月だ。英字紙「キーウ・ポスト」の所有者に
よる編集権介入問題で対立が生じ、編集部員
全員が解雇された。元編集部員有志の手でキ
ーウ・インディペンデントの創刊が実現した

（ちなみに、キーウ・ポストは別の編集チー
ムの下で発行が続いている）。2月24日からウ
クライナ戦争が展開する中、キーウ・インデ
ィペンデントはウクライナの首都キーウ他各
地で活動を続ける独立メディアの1つだ。

現在、シェフチェンコ氏の最優先事項はジ
ャーナリストたちの安全対策だという。侵攻
があっという間に始まったため、戦時報道に
必要な衛星電話、防御用ベスト、戦時保険な
どの準備が十分にできなかったことをシェフ
チェンコ氏は悔しがる。

世界中がウクライナ戦争の展開を注視する
中、キーウ・インディペンデントへの支持は

ウクライナ 「命を賭けた取材」を語る
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
潮
流
　
欧
州
報
告

（３）

誌上CONPT-TOUR

◆
伊
ペ
ル
ー
ジ
ャ
「
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
祭
」

在英ジャーナリスト　　　
小林　恭子

（撮影Francesco	Cuoccio	#ijf22）
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大きく広がった。ツイッター、フェイスブッ
クなどソーシャルメディアのアカウントには
200万人を超えるフォロワーがつき、クラウ
ドファンディングを使って150万ポンド（約2
億3700万円）相当の資金を集めた。米「フォー
チューン」誌の報道によれば、7000人の支援
者からの寄付総額は毎月7万ドル相当（約890
万円）に上る。キーウ・インディペンデント
はこれ以外に広告収入や欧州委員会からの支
援金で報道を続けている。

会場内から「できることはないか」と質問さ
れたシェフチェンコ氏は、「ウクライナのこ
とをこれからも話し続けてほしい」と答えた。
戦争が長引けば、「人々の関心は薄れる」。し
かし、「ウクライナのことを忘れないで」。セ
ッションが終わり、舞台裏を訪ねてみた。電
子タバコを片手に持ったシェフチェンコ氏と
話した後、別れのあいさつで互いを抱き合っ
た。セッション終了後、またキーウに戻ると
いう。

米「ニューヨーク・タイムズ」紙や英「ガー
ディアン」紙など、英語圏のメディアの成功
例はよく紹介されるが、世界の他の国でも読
者からの収入を基に着々と成長を遂げるメデ
ィアがある。4月9日のセッション「読者から
の収入モデル―英語以外の言語でいかに成功
するか」は、スロバキア、スペイン、デンマ
ークの新興メディアの例を取り上げた。

＜スロバキア　抗議の辞任…創刊＞
スロバキアの日刊紙「Dennik N」は2014年

秋に創刊。共同創業者トマーシュ・ベラ氏は
保守系日刊紙「SME」の元編集長だ。14年、
金融グループPentaがSME紙を敵対的買収。
同グループには大規模な汚職疑惑があり、ベ
ラ氏を含む同紙の編集部員の半分以上が抗議
の辞任に至った。元編集部員らがDennik N
創刊に参加し、現在までに有料購読者は7万
3000人に達した。経営は黒字化している。

電子版は①長文記事（有料購読者向けだが、
一部は購読者でなくても閲読できる）　②
刻々と変わるニュース――の2部構成。ベラ
氏によると、後者はトラフィックを増やすこ
とが目的だ。無料閲読ができる部分ではほか
のメディアのニュース記事も一覧でき、「こ

こに来れば様々な視点が読める」ようにする
のが狙いだ。有料購読者になると、記事を友
人に「贈る」こともできる。課題の一つは「低
所得層にいかに記事を読んでもらえるように
するかだ」という。

＜スペインの独立メディアelDiario.es＞
数年にわたる財政難に苦しんだスペインの

日刊紙「Publico」は、2012年に電子版のみと
なった。これを機に同紙を去った編集部員が
中心となって12年9月に創刊されたのが、電
子版新聞「elDiario.es」である。当時は金融
危機が続いており、失業率も13%に達してい
た。elDiario.esの最高経営責任者ロザリア・
ヨレット氏によると、「金融危機のために支
配層に対する不信感が社会の中にまん延し、
伝統メディアは支配層の一部と見られてい
た」。

elDiario.esは「権力から独立し、経営基盤
がしっかりしていること」を目指したという。
広告収入は市場の動向に左右され、「広告主
から圧力がかかる可能性もある」。果敢な調
査報道を維持するため、会員制の導入を選択
した。会員数は現在約6万3000人。ただし、
会員にならなくても、記事は閲読できる。読
者が月10本の記事を読むと、「独立したジャ

奮闘する新興メディア　英語圏の外側で
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ーナリズムを維持するため、支援してほしい」
というメッセージが表示されるようになって
いる。「有料の壁」は立てていない。「誰もが
アクセスできる状態にしたい」からだ。

＜デンマークの雑誌スタイルのメディア＞
デ ン マ ー ク の「Zetland」は 大 手 紙

「Politiken」などの編集スタッフによって、
2012年創刊された。文字と音声を使って、毎
日2－3本のニュースを伝える雑誌スタイルの
電子メディアだ。「今日これだけ読めば、ニ
ュースの洪水に流されず、友人らと会話がで
きる記事」を厳選する。記事は購読者に早朝
と午後に配信される。購読者は約2万8000人。
創刊から4年で黒字化した。リア・コルスガ
ード編集長は購読料収入によるビジネスモデ
ルであるため、①読者のニーズを深く理解す
ること　②コミュニティを作ること――に力
を入れているという。
「記事に対するフィードバック、どんなこ

とを書いてほしいかなど、常に読者に聞いて
いる」。読者の声に耳を傾けた結果取り入れ
たのが、「記事を音声で聞けるようにするこ
と」だった。また、昨年9月、ニュースのハイ
ライトを伝えるポッドキャストを開始し、現
在までに5万人のリスナーを得た。「音声メデ
ィアは日々の習慣になりやすい」。②を強化
するため、新型コロナのパンデミックでしば
らく中止していたライブのイベントを再開す
る予定だ。こうしたイベントでは舞台上で記
者が自分の記事を読み上げる。終了後、読者
と編集部員が飲み物を片手に語り合う。

＜ほとんどの読者が値上げ支持＞
セッションの司会役となった、英ロイター

ジャーナリズム研究所のエドゥアルド・スア
レズ氏が「読者数の伸びが鈍化した時、どん
な手を打ったか」とメディアの運営者たちに
聞いた。

elDiario.esは、編集長から読者へのメール

で会員数を大幅に増やしたという。「読者は
媒体の経営状況を知らずに記事を読んでい
る」（ヨレット氏）。そこで、現在の報道を続
けるには2ユーロの値上げが必要だが、どう
思うかと編集長が読者に聞いた。ほとんどの
読者が「支持する」と答え、2万人の新規会員
を得たという。

＜情報発信は「読者のために」＞
新聞界や放送界で経験を積んだ人々が新た

にメディアを立ち上げ、黒字化を達成してい
る欧州3カ国の事例を見てきた。伝統的なメ
ディアは不特定多数の読者に向けて情報を発
信してきた。今回紹介したメディアは読者と
より深い関係を持ちながら、「ともに作り上
げる」意識でジャーナリズムに取り組んでい
るようだ。「読者のために」情報を発信する。
3つのメディアは同時に「ほかでは読めない」、

「じっくりと読める」記事の掲載を重視してい
た。「読者とともに」は一つの潮流になったと
いえよう。

▽ジャーナリズム祭のウェブサイト
https：//www.journalismfestival.com/

新興メディアのセッション。左からコルスガード
氏、ヨレット氏、ベラ氏、司会スアレズ氏

（撮影Andrea	Valvasone	#ijf22）

誌上 CONPT-TOUR



─ 10 ─

新局長に就任して 下流工程である印刷部門の「基本業務内容、
流れを〇〇字以内で説明せよ」とテスト問題
に出されて何点取れただろうか。取材して記
事を書く、見出しをつけてレイアウトすると
いう業務しか、体に染み付いていない。自分
の部門が終われば、「後はお任せ」と恥ずかし
い限りだった。

印刷部門を経験された方からすれば当たり
前のことだろうが、今、新鮮でかつ発見の日々
だ。一つ一つの業務の所作、奥深さに感心の
言葉しかない。

印刷中の輪転場は、鼻にツーンとくるイン
キのにおいが立ち込める。局員が大きな声で
業務のサインを出し、届かなければ、走って
伝える。必要な部数を刷り終えるまでは、手
を真っ黒にして何度も何度も色ずれがないか
ルーペで確認し、色調整している。額や頬か
ら粒状の汗を垂らしながらだ。

＊
印刷中だけではない。機器の清掃や管理な

どのメンテナンスでは、爪の間もインクまみ
れになり、作業着も所々が斑点になっている。
1トンも超える巻取紙を事故のないように脱
着する―などなど。地道な業務によって、新
聞紙になることを、この年齢になって実感し
た。

だからこそ、印刷局の今年のモットーに「と
もに」を挙げた。「北日本新聞をともに作る、
配る」という気持ちからだ。当然のことであ
るが、部門に関係なく社員のワンチームで基
幹商品を作っていることを、自戒も込めて共
有したい。ちなみに「と」は「富山」、「も」は「最
も」、「に」は「ニーズのある」「人気のある」を
あて、「富山で最もニーズのある、人気のあ
る北日本新聞を作る」というメッセージも込
めた。

初日の出来事と対応は、弊社の先輩印刷局
経験者に聞くと、今までになかったことだと
いう。当初は過去の対応例がないかをあくせ

いきなり走った34年目
北日本新聞社　印刷局長
� 立野　貢史	

着任初日の4月1日金曜
日の夕刻。時間はかかっ
たが、前任者からの虎の
巻「業務引き継ぎ書」を読
みながら、何とかこなせ
たと、一息ついていた時
だった。
「別刷りで紙面にしわが入った不良紙を発

送してしまいました」と局員からの連絡。刷
ったばかりの紙面の真ん中に大きなしわがで
きている。事の重さが分からない。誰に何を
指示すればいいのか―。

もがいている間に時が進むことだけは避け
たい。「前へ進むしかない」と思い、局次長と
ともに、関係者と対応を話し合った。差し障
りがあるので、具体的なやり取りは明らかに
できないが、分からない言葉はハンドブック
を繰った。理解できないことは、何度も聞き
直した。自分なりに納得して、その対応を終
えたのは午後10時近くとなった。

普段は帰宅しているはずの時間だ。この日
の業務打ち合わせを始めようと集まってきた
局員は、初日から新局長が残っているとは思
わなかったであろう。思い掛けない初対面に、
この先を案じたかもしれない。いきなりギア
を上げて走り出した入社34年目だった。

＊
この春、初めて印刷局に異動となった。30

年間は編集勤務で、警察担当記者を振り出し
に、経済担当を長く務めた。前任は整理や画
像部門の編制本部長だった。新聞製作で言え
ば上流と中流工程。学んできたことは、「正
しく、速く、前へ」である。
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く探していたが、局次長が機敏に反応してく
れたことがありがたかった。

機械の不具合、人為的なミスなど、現場は
いつ何が起きるか予測がつかない。そんな時
こそ、ともに連携するチームの力が発揮され
る。つらいけれど、成長もさせてくれる。前
を向いて走りながら、学んでいくしかない。

インキと石けん
新潟日報社　執行役員印刷局長
� 廣瀬　俊之	

北朝鮮による拉致被害
者で佐渡に住む曽我ひと
みさんの講演でのこと。
一緒に拉致された母ミヨ
シさんへの思いが語られ
た。

同じ拉致被害者の横田
めぐみさんと北朝鮮で一時生活した時、話題
が母の思い出になったという。めぐみさんは
母早紀江さんについて「香水のいいにおいが
した」と話した。それに対し、ひとみさんは「工
場に通って、油のにおいしかしない母でした」
と返した。当時はそんな思いを正直に話すこ
とを少し迷ったらしいが、講演の時には胸を
張って言った。「私にとっては、母の油のに
おいが今でも忘れられません」

印刷局は二つのにおいがする。インキのに
おいと石けんのにおい。工場勤務初日。家へ
帰ると小学生の娘が「なんか、いつもと違う
においがする」と言う。聞けば石けんの香り
だとか。そういえば、印刷局のロッカー室は
浴場とつながっている。出勤して作業着に着
替え、スーツの上着はロッカーへ。ここでた
っぷりにおいを吸い込んだのだろう。きっと
石けんのにおいもまた、しっかり働いた証し
として、局員の家族の心に刻まれているので
はないか。

＊

1989年、平成の幕開けとともに入社、主に
編集部門を歩んできた。整理部で社会面担当
になったころ、朝刊早版を降版すると、刷り
出しを取りに工場に行かされたものだ。逆に
印刷局員がすっ飛んでくるのは、降版が大幅
に遅れた時。あれはおっかなかった。

それが2013年、印刷工場以外は新潟市中心
部の万代地区に移転。社屋が離れると、10キ
ロも離れた工場を訪れる機会は減った。さら
に新型コロナウイルスがまん延して以降は、
BCPの観点から印刷は「バブル」に近い対策を
取り続けているだけに、ほとんど足を踏み入
れる機会がなかった。

それだけにインキのにおいは久々だ。工場
内を回っていると、懐かしさがこみ上げてき
た。

＊
現在の印刷設備が稼働を始めたのは20年

前。そしていま、輪転機の更新が進んでいる。
まずは工場内の空きスペースに1セット目を
新設するが、既に建屋部分の改修工事はスタ
ート。6月中旬から新輪転機の搬入が始まり、
11月には稼働する。その後2023年、24年にそ
れぞれ1セットずつ入れ替えていく。全工事
完了予定の24年夏には、オーバーホールした
既設機1セットと合わせた新4セット体制に再
構築される。

印刷部数は減ってきているものの、受託印
刷6紙、自社分と合わせれば8媒体を刷ってい
る。「紙」ある限り、工程安定と定時店着をし
っかり守れる状態を維持しなければならな
い。

＊
異動してから1カ月が過ぎたが、輪転フロ

アに足を踏み入れ、うなりを上げる巨大な機
械を見上げるたびに緊張する。そして工場絡
みのニュースがこれまで以上に気になる。2
月に新潟県内で起きた米菓メーカーの工場火
災は深夜の出火で6人が犠牲になる大惨事と
なった。工場内にはどこに危険の芽が潜んで



─ 12 ─

いるか分からない。そういった心構えで日々
臨まなければとの思いを強くした。

無事故日数は、この原稿の校正締め切り日
である5月23日現在、811日。一日でも長くこ
の記録を伸ばし続けることがすべての基本だ
と思っている。

紙の新聞を支える
日本経済新聞社大阪本社　製作本部長
� 田中　博司	

4月1日付けで大阪本社
製作本部長を拝命し、28
年ぶりに生まれ育った大
阪に帰ってきた。とはい
え、上手な大阪弁がしゃ
べれなくなっている自分
に気付き、仕方なく標準
語と大阪弁の混じった中途半端なイントネー
ションで会話している。

システム本部に技術者として入社、入社当
初はアセンブラー言語でANNECSと呼ばれ
ていた新聞制作システムのプログラムを書い
ていた。その後、紙面伝送、紙面管制や工程
などと呼ばれていた部署に所属し、紙面伝送
や紙面管理のシステム開発をしながら、各工
場に紙面イメージ情報を送信する業務を行っ
ていた。記事イメージと広告イメージを合体
した大容量の新聞紙面イメージを、委託先を
含めた国内・海外の工場へ紙面を送信し、各
工場のプロッターからフィルムが出力すると
ころまで、近年はCTPサーバで紙面を受信
するところまでと工程管理業務、いわゆる上
工程をメインに担当していた。

＊
大阪製作本部に異動する前は、東京製作本

部に8年間所属し、相互援助協定の整備、朝
刊の版制改革、デイリースポーツの受託印刷
などを担当し、ここ数年は大幅な部数減への
対応を検討していた。

昨年、東京都立川市にある立川工場を閉鎖
するプロジェクトに携わった。48ページ一連
印刷体制構築、カラー印刷能力増強を進めた
2000年前後に稼働した工場のうち1工場を閉
鎖するプロジェクトだ。稼働から20年超とな
った生産設備は更新期を迎え、生産設備を更
新してさらに20年間工場を使い続けるのか、
必要最低限の生産設備を延命して様子見をす
るのか、他工場で印刷するのかなど様々な方
向から検討を行い、立川工場を閉鎖し大部分
を川崎工場に移行することになった。

閉鎖にあたっての最大の課題は、印刷体制
の再編と輸送ルートの再構築だった。「遅版
化」の号令の下、分散工場化を進めた今まで
と逆の動きで、一部地域を早版化しないと従
来通りの時間に印刷、輸送することができな
い。また、輸送コースに手を加えず単純に川
崎工場へ移行すると、川崎工場～立川工場分
の輸送距離が延び輸送費が増えてしまう。一
方、自社の専売店をほとんど持たない日経で
は販売店に系統紙より早着することが望まし
く、輸送コースを統合すると店着時間が遅れ
てしまう。夕刊の一部地域では当日配達すら
危ぶまれたが、降版時間の一部変更、一部地
域の早版化など編集、販売に協力いただき、
何とか立川工場閉鎖を実施できた。

海外での現地印刷は、最盛期には8工場あ
ったが現時点では香港とバンコクの2工場の
みとなった。国内も含めて今後も検討してい
かなければならない課題だ。部数減に応じて
セット数を最適化し、輪転機の稼働率を上げ、
できるだけ効率よく新聞を印刷・輸送する―
―今後も同様の検討が続いていく。

＊
新型コロナウイルスの影響で仕事終わりの

反省会、会社主催のイベントなどを自粛しな
ければならず、日常のコミュニケーションす
ら難しい状況が続いている。チームワークが
求められる製作現場としては非常に厳しい環
境の中で、高品質な新聞を安定して印刷・発
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当たり前の働き方 浸透させたい
毎日新聞東京本社　制作技術局長
� 近藤　るみ	

私の毎日新聞社員の歩
みを振り返ると、いつも

「初めて」と付き合ってき
たようなきがする。1990
年（平成2年）4月に入社
して、制作技術局では初
めての女性社員と言われ
た。だから産休・育休を取ったのも初めて。
課長、デスク、部長、局次長とキャリアを重
ねたが、常に女性では初めてとのことだった。
この春からは、制作技術局長として大きな重
責を担うことになった。

＊
私が入社した頃、制作技術の職場は男性ば

かりだった。女性は早く結婚して、子供が産
まれたら退職するのが当たり前。同期の男性
社員が1年目から技術職場に配属されても、
私は「女性だから」という理由で入れてもらえ
ず、社歴は制作現場からスタートした。2年
目に技術職場に異動してからも、先輩社員か
ら「これ以上教えても、結婚したら辞めるん
でしょ」と言われ、説明を受けられなかった
のを覚えている。

入社1年目の制作部では、活字で組版をし
ていた職人さんに混ざり、組版端末のオペレ
ーターをしていた。普段は仕事中も雑談して
いる彼らだが、いったん大事件・大事故が起
こると、メインの端末にみんなで集まり、紙
面を一から作り直す。少しでも新しい情報を
読者に届けたい。新聞制作に関わる人たちの

熱い思いを知ったのはこの頃だ。
この30年余りの間で、新聞を取り巻く環境

は大きく変化した。記事や写真、動画をそれ
ぞれコンテンツとして扱い、多種多様なセー
ルスにつなげる。紙からスマートフォンやパ
ソコンが我々のプラットフォームになった。
AmazonやNetflixなどコンテンツを配信する
会社も我々のライバルなのだ。そして、どん
な記事がどういうルートで、どんな読者に、
どれだけ読まれたのかを追跡でき、読者と双
方向のやりとりが可能になった。

＊
近年、紙の部数はますます減り、私たちの

主戦場はデジタル分野に移りつつある。気に
なるのは他業種との垣根が低くなり、中堅・
若手社員の中に新聞制作へのこだわりが薄
れ、退職者が出始めていることだ。昨今の
IT技術者不足もあり、技術者は常に「売り手
市場」で、転職の相談を受けることも多くな
った。「新聞社には未来がないです」と言われ
たことも一度ではない。

しかし30年前、制作部の職人さんたちと味
わった新聞制作の醍醐味は、デジタルに舞台
こそ変われど、何も変わっていない。紙であ
れ、デジタルであれ毎日、情報を届ける責務
が私たちにはある。新聞社にとってデジタル
分野への挑戦は始まったばかりであり、デジ
タルへの移行で、より複雑、高度化したシス
テムを構築していくため、私たち技術者の重
要性はますます重くなったと感じている。

2022年春、制作技術局に配属されている女
性社員は計8人まで増えた。結婚し、子育て
をしながら、中堅社員として局全体を引っ張
っている社員も少なくない。新型コロナウイ
ルス禍を踏まえ、在宅勤務制度が広がった。
男性社員でも育児休暇を積極的に取り、子育
てに参加できるようになった。プライベート
を充実させながら、仕事にも成果を出す。そ
ういう当たり前の働き方を、新聞社の技術職
場にも浸透させていきたい。

行するのが使命だ。新聞印刷部数の大幅な減
少が続いている中、新型コロナウイルスの感
染が早く終息に向かうことを願うとともに、
効率的な新聞印刷・輸送体制を模索して紙の
新聞を支えていく手段を引き続き考えたい。
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ていくと、「岩淵水門」が見えてくる。現在の
荒川と隅田川とを仕切る水門で、荒川放水路
と呼ばれた人工河川を現在は「荒川」と呼び、
かつての荒川を「隅田川」と呼ぶそうで、この
水門はこれらの分岐点にある。現在稼働して
いない旧水門を「赤水門」、現在稼働している
新水門を「青水門」（写真）と呼んでおり、近
くにはバーベキューができる広場もあり、休
日は若者や家族連れで賑わっている。

花見のシーズンには土手沿いに咲く満開の
さくらを横目に更に北上すると「新荒川大橋」
に到着する。この「新荒川大橋」の河原周辺は、
野球場やサッカー場があり、長男が小学生の
頃、所属するサッカーチームの試合観戦に来
たことを思い出す。

この「新荒川大橋」を折り返し地点と決めて
いるが、同じ道を引き返すのは味気ないので
赤羽駅周辺の店を散策しながら戻ることにし
ている。

昔ながらの名店が混んでいる姿を見たり、
普段は気が付かない場所に雰囲気のいい店を
発見したりするとうれしい。ランニングの最
後に飲み屋に立ち寄る訳ではないが、毎回、
気の向くままに飲み屋街のコースを変えなが
ら戻るのも楽しみの一つとなっている。

このように全長6㌔メートル強の道のりは、
自身とって丁度よい距離の何気ないランニン
グコースだが、コース沿いの施設に歴史を感
じ、変わりゆく赤羽の飲み屋街に新たな店を
発見することができる。

この10月から4年半ぶりに築地の東京本社
に戻ったが、久しぶりに会う社内の人から「や
せたね」と言われるのは、何気ないランニン
グの効果なのかもしれない。

ランニングコース
朝日新聞社製作本部　本部長補佐
� 内川　忠治	

休日は、自身の生活習慣病もあり、できる
だけ体を動かすように心がけている。以前は
ジムに通い鍛えていたが、コロナ禍もありジ
ム通いは取りやめ、家族とのショッピングや
ゴルフなど休日に予定がない時は、時間を見
つけて近くの河川敷をランニングしている。

東京都北区と埼玉県川口市に架かる「新荒
川大橋」と環状7号線「鹿浜橋」間の河川敷が定
番のランニングコース。遠くにスカイツリー
を眺め、天気のよい日は富士山も見える。新
緑の今は、実に清々しく気持ちがいい。

国道122号線沿いの自宅から環状7号線を南
下、鹿浜橋の橋げたから河川敷に入ると直ぐ
に「新東京都民ゴルフ場」（写真）がある。

日本のセント・アンドリュース、河川敷ゴ
ルフ場の発祥の地ともいわれる9ホールのミ
ニゴルフ場だが、かつて契約プロとして林由
郎が在籍し、青木功や金井清一が修行したと
のこと。2019年11月の台風19号では、全面冠
水し致命的な被害を受け閉鎖されたが、支援
を受け20年に営業を再開した。一人でもラウ
ンドすることもできるそうだが、自身では一
度も回ったことがない。近々、グリーン周り
の寄せの練習を兼ねて一人でラウンドしたい
と考えている。
「新東京都民ゴルフ場」を過ぎ荒川を北上し

楽事万歳
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M・ワーフェル氏 死去

CONPT-TOURを長年サポート
海外の新聞事情を視察するCONPT-TOUR

に対し長年にわたり多大なサポートをいただ
いたWAN-IFRAの元Deputy CEO、マンフ
レード・ワーフェルさんが5月1日、死去した。
心臓手術を受け療養中だったとのことで、
WAN-IFRAのワーフェルさんの後任の方か
らCONPTに連絡があった。

（2019年、ベルリン）

CONPT-TOURが米国から欧州に重点を移
して以降、訪問候補とする新聞社・工場につ
いての助言や提言、交渉の仲介役などをワー

フェルさんに一手に引き受けていただいた。
World Publishing Expo（WPE）視察に際し
ては、世界の新聞メディア最新情報について
毎回会場内でツアー参加者を対象に講演。注
目出展社の紹介や会場内の引率、さらには昼
食の手配など手厚いもてなしを受けた。

CONPTとワーフェルさんとの縁は、2004
年、CONPT-TOURのIfra（国際新聞技術研
究協会：ドイツ・ダルムシュタット）訪問か
ら始まった。2010年にはWAN-IFRAのStudy 
Tour Printing in Japanのメンバーとして来
日、新聞社・印刷工場を訪問。12年には同ツ
アーで再び来日してJANPS2012を視察して
いる。2019年10月にベルリンで開催された
WPE・DCX展をもって引退された。

天ぷらが揚がる小気味よい油の音、こう
ばしい香り…食欲をそそります。JR田町
駅から徒歩5分ほどの場所にある「天ぷら小
料理　久」。昼間はランチ営業もしていま
す。

おすすめはランチメニューの『のっけ丼』
です。

具材は大海老、サツマイモ、えのき、大
葉。甘だれではなく、天ぷらに自家製のソ
ースを使用しています。

天ぷらにソース。「？」と思う方もいらっ
しゃるかと思いますが、揚げたて、サクサ
ク、フワフワの天ぷらと辛みの効いた自家
製ソースがとてもよく合い白米が進みま

す。このボリュームで900円は破格
です‼

揚げたてランチメニューは他にも複数あ
りますので、田町や三田辺りにお越しの際
はサクサク、フワフワを堪能してみてくだ
さい。

天ぷら小料理　久 （東京・田町）
清
水
製
作
　
増
田 

浩
太

美
味
あ
っ
ち
こ
っ
ち

おすすめ「のっけ丼」

お知らせ
第11回CONPT技術研究会を７月８日（金）

午前11時から日本記者クラブ会見場で開催し
ます。（オンラインでのご参加も可能です）

テーマは「クラフトビール事業」、講演社は
西研グラフィックス㈱です。多くの方のご参
加をお待ちしています。 （事務局）

ツ
ア
ー
夕
食
会
で
挨
拶
す
る

ワ
ー
フ
ェ
ル
氏
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わが職場
これあれ

デーリー東北新聞社	システム局長　井川	明広

コロナ禍の新たなBCP対策

東日本大震災から11年目を迎えるが、当時の経験からBCP（事業継続計画）の強化が図ら
れてきた。弊社システム局は、システム開発部と印刷部の2つの部署を担当。新聞発行を止め
ないという大前提から、システム更新時にはBCP対策にしっかり対応できるように考える。
ハード・ソフトの不具合、地震の揺れによる衝撃、電源喪失など様々な事態に備えた災害対
策をとっている。ところが2020年に突然発生した新型コロナウイルスの感染拡大によって、
新たなBCP対策が必要となった。物理的な損害ではなく人の感染対策は正直考えたこともな
かった。飛沫感染を防ぐため、アクリル板、透明ビニールシートカーテンなどを設置してい
るが、クラスター感染などのリスク回避対策を強化することとなり、システム担当に対応策
の策定という課題が舞い込んできた。弊社で行った対策を紹介したい。
「チームによる分散化」。密を避けるために本社から200m離れた別館2階に新規にシステム
用のVPNを構築しサテライト分室を準備した。また、本社の会議室にシステム用ネットワー
クLAN配線工事を行い2カ所で分散化を行っている。
「リモートワーク対応」。リモートに関しては、セキュリティの問題等もあり中継PC（踏み
台端末）を5台用意し、自宅からリモートディスクトップで運用することとした。接続端末と
しては、組版端末、デスク端末、広告系端末に接続ができる。
これらの対策をとりながら制作業務を行っているが、運用面等の課題が残る状態となって
いる。これからのBCP対策を考える中でリモートワークがキーワードになるだろうと思う。
ウイルスという見えない災害は、まだまだ続きそうです。
みなさんも苦労されていると思いますが感染対策をとって乗り越えましょう。

会員消息

■担当者変更
＊椿本興業㈱（４月１日付）

［新］平井　耕一氏（西関東・信越SD 課長）
［旧］米村　卓雄氏　

＊西研グラフィックス㈱（５月19日付）
［新］ 向江　一人氏（営業本部新聞営業部ゼ

ネラルマネージャー）
［旧］小池　享氏

■社名変更
パナソニックシステムソリューションズジ

ャパン㈱は、４月１日よりパナソニックコネ
クト㈱に社名を変更。住所、電話番号等に変
更はない。

■退会（３月31日付）
㈱加貫ローラ製作所
東洋電機㈱
日本アグフア・ゲバルト㈱

CONPT日誌
４月12日（火）クラブ委員会（出席10名）
　　14日（木）広報委員会（出席６名）
　　18日（月） 企画委員会（出席９名） 

技術対話部会（出席９名）
　　21日（木） 理事会（出席８名） 

評議委員会（出席10名）
◇

CONPTホームページを更新しました。
CONPTオンラインEXPOでご覧いただいた
主催者セミナー「新聞印刷工場の最新技術紹
介」、「新聞めぐる世界の潮流を読む」などを
掲載しました。（https：//conpt.jp/）


